
奨　　学　　団　　体　　等 必　　　　要　　　　資　　　　格
他

奨学金
との重複

対　象　学　年
（注意：平成31年4月時点の学年）

給付・貸与
の別

募　集　人　員
（全国で）

募集要項 の
 ＜請 求 先＞

申請書類 の
＜提 出 先＞

提出期限

公益財団法人
鹿児島県育英財団
（追加募集）

次の①、②のいずれかに該当し、かつ③から⑤までの全てに該当する者
①鹿児島県内の高等学校（中等教育学校の後期課程を含む。）、特別支援学校の高
等部、高等専門学校及び専修学校（高等課程）(以下、「高等学校等」という。）を卒業し
た者。
②鹿児島県外の高等学校等を卒業した者又は高等学校卒業程度認定試験合格者
（県内に生活の本拠を有する者の子等で、県内の中学校を卒業した者に限る。）
③大学又は大学院（以下「大学等」という。）に在学し、令和3年3月（令和2年度中を含
む。）に大学等を卒業（修了）予定の者。
④日本学生支援機構第一種奨学金又は鹿児島県育英財団大学等奨学金の貸与を受
けている者又は貸与を受けていた者。
⑤大学等を卒業（修了）後、県内企業等に就職する意思があり、かつ県内居住を希望
する者。
⑥鹿児島県等が実施する返還免除の制度が設けられている修学資金等を受給してい
ない者
※大学等入学時に、当財団の大学等入学時奨学金（地方創生枠）の奨学生として採
用され、送金を受けた者は申請できない。

返還支援

現在
大学3年生の者
大学院1年生の者。
（令和3年3月<令和2年度中を
含む>に大学もしくは大学院を
卒業又は修了予定の者）

返還支援 15人程度
公益財団法人

鹿児島県育英財団
ホームページ（リンク）

公益財団法人
鹿児島県育英財団

ホームページ（リンク）

１２月９日～
１２月２７日

（応募書類必着）

令和２年度馬場財団
国際理解教育人材養成奨学金

次の各号の全てに該当する者
（1）原則として3ヶ月以上12カ月以内の海外留学を計画し、本奨学金の受給決定以
降、令和２年度内に留学を開始する予定の者。
（2）留学開始時において、日本国内の大学（以下、「大学」という。）の学部2年次（1年
次修了）以上、又は教職大学院に正規生として在籍する日本人学生。在籍大学は寄
附者との協議の上選定した指定校制とする。
（3）大学卒業後に初等中等教員となることを目指し、教職課程を履修する者、または
教職課程を修了し、免許取得済の者。
（4）本奨学金の支給期間中、海外留学支援を目的とする他の奨学金の支給を受けな
い者（貸与型（返済が必要なもの）奨学金、学費免除及び一時金は除く）。
（5）留学の目的又は計画が明確で、就学の効果が期待できる者。なお、留学先機関
（以下「留学先」という。）での履修科目の1つとして、教育課程論、カリキュラム論を履
修することが望ましい。
（6）心身共に健康であり、かつ品行方正で学業成績が優秀な者。
（7）在籍大学の長の推薦を受けることができる者。

給付型奨
学金は不

可。

令和元年度に留学する者のう
ち、留学開始時点において学
部2年次以上の学生。
又は教職大学院に正規生とし
て在籍する日本人学生。

給付
7名程度

(学内からの推薦
枠は１名）

大学
（学生支援チーム

①番窓口）

大学
（学生支援チーム

①番窓口）

１２月２０日
(１6時厳守）

社会福祉法人さぽうと２１
2020年度「生活支援プログラム」

（１）日本に住んでいる外国籍または元外国籍の学生(原則aまたはb)で2020年4月に在
学中
a)難民(インドシナ難民・条約難民・第三国定住難民）とその子など
b)日系定住者（中南米など）または中国帰国者の子など
（２）学費の負担が困難な方
（３）就職に関する連続セミナー(年5回程度）に参加可能な方

可 学部生 給付
大学生・専門学校

生　２５名前後
生活支援プログラム 生活支援プログラム

１月１０日(金）
(応募書類必着）

国際ソロプチミストアメリカ日本中央リジョン
大学院女子学生奨学金・大学女子学生支援金

（１）日本中央里ジョン区域限界内に在住し、研究、人財共に優秀で修士、博士学位取
得を目指している大学院修士課程・大学院博士課程に在籍する女子学生。
（２）返済義務のある奨学金受給者及び予定者の学生は可
（３）過去の選外者の再応募は可（年齢制限はなし）

可
(給付奨学
金を除く）

女子学部生
女子大学院生

給付 1名
大学

（学生支援チーム
①番窓口）

大学
（学生支援チーム

①番窓口）

１２月１３日
（１６時厳守）

令和元年度
山梨県ものづくり人材就業支援事業
（奨学金返還支援事業）

申込日現在に、大学、大学院、高等専門学校のうち、理学部、工学部若しくはこれに
準ずる学部、研究科等（以下「大学等」という。）に在学し、次の各号の全てに該当する
学生
（1）独立行政法人日本学生支援機構の第一種奨学金または第二種奨学金の貸与を
受けていること。
（2）令和元年度卒業予定者については令和２年9月末までに、令和２年度卒業予定者
については令和３年9月末までに、対象業種企業における、企画・開発、製造部門への
就職を希望していること。
（3）令和元年度卒業予定者については令和２年4月初日を、令和２年度卒業予定者に
ついては令和３年4月初日を起点とした10年間のうち、8年間以上山梨県内に勤務し、
かつ県内に定住する意向があること。

返還支援

現在
大学3年生の者
大学院1年生の者。
（令和元年度中に大学もしくは
大学院を卒業又は修了予定の
者）

返還支援

令和元年度卒業
予定者　　20名

令和２年度卒業
予定者　　35名

大学
（学生支援チーム

①番窓口）

山梨県産業労働部
ホームページ（リンク）

１０月1日～
２月２８日

（応募書類必着）
※募集定員に達した
時点で募集は締切ま

す。

三重県
（奨学金返還支援制度）

以下のすべてに該当する者
1.　申請時に最終学年の１年前の学年以上の在学生で、就職先が決まっていない者
2.　指定地域への定住を希望する者　　※指定地域は募集要項に記載
3.　常勤雇用または個人事業主として就業する予定の者（ただし公務員は除く。）
4.　日本学生支援機構第一種奨学金又はこれに準ずる奨学金を借り入れ、返還予定の者
5.　平成31年3月31日時点で35歳未満の者

可
学部3年生以上

大学院1年生以上
返還支援 20名

大　学
（学生支援チーム）

（12/27までに学生支援
チームへ推薦書作成を依

頼すること）

三重県戦略企画部
ホームページ（リンク）

1月17日
（17時）

(応募書類必着）
※郵送の場合は配
達証明郵便を使用

すること

在学中に借り受けた奨学
金の全額

※ただし、返還期限猶予
の適用を受けた場合は、
その期間相当の奨学金を
除いた額とする。ただし、
大学等卒業（修了）後、引
き続き上級学校へ進学し
た期間は支援対象に含め

る。

24万円（月額2万円）

120万円

大学等の在学時に、奨学
金として貸与を受けた額
のうち、卒業前2年間に貸
与を受けた額を上限とす

る

在学中に
借受予定の奨学金

総額の１／４
（上限100万円）

日 本 人 学 生 用

２０１９年度　「民間育英団体」・「地方公共団体」 の 奨学金募集一覧　　（12月12日 現在　）
（下記各団体からの 「募集案内」 は、総合研究棟Ⅱ　１階の　学生支援チーム ①番窓口 で見ることができます。）

金　　額

（1）月額　10万円
（2）留学準備金

アジア地域　15万円
その他の地域　25万円

留学開始から終了まで
（ただし3ヶ月以上12カ月

以内とする）

1 / 2 ページ

http://www.kagoshima-ikuei.jp/wish/return_support_university/
http://www.kagoshima-ikuei.jp/wish/return_support_university/
http://www.kagoshima-ikuei.jp/wish/return_support_university/
http://www.kagoshima-ikuei.jp/wish/return_support_university/
http://www.kagoshima-ikuei.jp/wish/return_support_university/
http://www.kagoshima-ikuei.jp/wish/return_support_university/
http://support21.or.jp/news/2019/10/22890/
http://support21.or.jp/news/2019/10/22890/
http://www.pref.yamanashi.jp/sangyo-jin/syuugyohojyokin/syuugyohojyo_top.html
http://www.pref.yamanashi.jp/sangyo-jin/syuugyohojyokin/syuugyohojyo_top.html
http://www.pref.mie.lg.jp/KIKAKUK/HP/miesalon/74737039887_00002.htm
http://www.pref.mie.lg.jp/KIKAKUK/HP/miesalon/74737039887_00002.htm


奨　　学　　団　　体　　等 必　　　　要　　　　資　　　　格
他

奨学金
との重複

対　象　学　年
（注意：平成31年4月時点の学年）

給付・貸与
の別

募　集　人　員
（全国で）

募集要項 の
 ＜請 求 先＞

申請書類 の
＜提 出 先＞

提出期限金　　額

徳島県奨学金返還支援制度

以下の（1）～（4）すべてに該当する者
（1）日本学生支援機構奨学金等（徳島県が認めるもの。）の貸与を「受けている方」
又は「受けていた方」（既卒者にあっては返還残額がある方（滞納がある場合を除く）
（2）徳島県内の事業所に正規職員として就業を希望する方（公務員を除く）
（3）大学、短大、大学院、高等専門学校、専修学校専門課程（大学等）を規程の「卒業
年度」に卒業し規程の「卒業開始期間」内に就業する方
（4）徳島県内に定住することを希望する方

記載なし
令和元年度、令和2年度に卒

業する方 返還支援 150名程度
徳島県政策創造部/県立

総合大学校本部
徳島県政策創造部/県立総

合大学校本部

８月１日～
１２月２０日

（当日消印有効）

大学院生（在学） １０月３１日

円 （１次）８月３１日

（２次）１月３１日

学部生 円 ３００名 １０月３１日

みえ医療福祉生活協同組合
津生協病院

日本全国の医科大学・大学医学部に在籍する医学生

卒業後の進路
に指定のある
奨学金との重

複は不可

医科大学・大学医学部の
学部生

貸与
（返還免除制

度あり）
記載なし

津生協病院
ホームページ（リンク）

津生協病院
ホームページ（リンク）

随時

　は新着情報です。 ※ 掲 示 期 限　　：　　２０２０年２月２８日　 （それ以前に 内容更新があった場合は、 その更新 （差替え） 時 まで）　

月額　10万円
月額　15万円

(財)交通遺児育英会（リンク）

(財)交通遺児育英会

提出期限の１週間前までに
大学に推薦書の作成を

依頼すること

大学院予約（学部最終学年）
月額　5万，8万，10万

月額　4万，5万，6万

①日本学生支援機構無利
子奨学金借受総額の1/2
（上限100万円）
②　日本学生支援機構有
利子奨学金借受受総額の
1/3(上限70万円）

(財)交通遺児育英会
保護者等が自動車事故や踏切事故など、道路における交通事故で死亡したり、重い
後遺障害のために働けず、経済的に修学が困難な学生
※応募時に25歳以下の者

可
貸与

（無利子）

２０名

2 / 2 ページ

https://www.pref.tokushima.lg.jp/ippannokata/sangyo/shushokushien/5028976/
https://www.pref.tokushima.lg.jp/ippannokata/sangyo/shushokushien/5028976/
https://www.pref.tokushima.lg.jp/ippannokata/sangyo/shushokushien/5028976/
https://www.pref.tokushima.lg.jp/ippannokata/sangyo/shushokushien/5028976/
http://tsucoop-medico.jp/%e5%a5%a8%e5%ad%a6%e9%87%91%e5%88%b6%e5%ba%a6%e3%81%ae%e3%81%94%e6%a1%88%e5%86%85/
http://tsucoop-medico.jp/%e5%a5%a8%e5%ad%a6%e9%87%91%e5%88%b6%e5%ba%a6%e3%81%ae%e3%81%94%e6%a1%88%e5%86%85/
http://tsucoop-medico.jp/%e5%a5%a8%e5%ad%a6%e9%87%91%e5%88%b6%e5%ba%a6%e3%81%ae%e3%81%94%e6%a1%88%e5%86%85/
http://tsucoop-medico.jp/%e5%a5%a8%e5%ad%a6%e9%87%91%e5%88%b6%e5%ba%a6%e3%81%ae%e3%81%94%e6%a1%88%e5%86%85/
http://www.kotsuiji.com/howto/index.html

